
周産期医療審議会について

千葉県 健康福祉部 医療整備課 医療体制整備室
電話番号：043-223-3886
メール：ryosei2@mz.pref.chiba.lg.jp

報告事項２
資料６

周産期医療については、「千葉県周産期医療審議会」において、

協議を行っています。（直近は本年９月開催）

前回会議において、周産期医療についての御意見等があったこと

から、本年９月に実施した周産期医療審議会の概要について報告し

ます。
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令和５年度第１回千葉県周産期医療審議会  

次 第 

 

 

日 時：令和５年９月１日（金） 

午後７時から 

場 所：ＷＥＢ会議（ＺＯＯＭ） 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

  鈴木保健医療担当部長 

 

３ 議 事 

（１）会長・副会長の選出について 

 （２）働き方改革に関する周産期母子医療センターの体制確保に向けた取組 

について 

 （３）千葉県保健医療計画の改定について 

（４）新型コロナウイルス感染症妊産婦対応について 

 

４ 閉 会 
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No 区分 新規 氏名 所属・役職 備考

1 〇 中島　弘道 千葉県こども病院長 Ｗeb参加

2 〇 甲賀　かをり　 千葉大学大学院医学研究院 生殖医学講座　教授 会場参加

3 大曽根　義輝
千葉大学医学部附属病院 周産母子センター長・特任教
授

会場参加

4 大塚　春美 千葉市立海浜病院 新生児科元部長 Ｗeb参加

5 加藤　英二
船橋中央病院　新生児科診療部長 兼 周産期母子医療
センター長

Ｗeb参加

6 〇 小川　正樹
東京女子医科大学八千代医療センター
母体胎児科・婦人科教授

Ｗeb参加

7 藤村　尚代
松戸市立総合医療センター　周産期母子医療センター
所長 兼 医療安全局副局長

9/1欠席

8 高島　明子 東邦大学医療センター佐倉病院　産婦人科准教授 Ｗeb参加

9 松本　弘 総合病院国保旭中央病院　院長補佐 兼 新生児科部長 Ｗeb参加

10 古澤 嘉明 亀田総合病院　産婦人科部長・周産期科部長 Ｗeb参加

11 富田　美佳 君津中央病院　新生児科部長 Ｗeb参加

12 〇 五十嵐　敏雄 帝京大学ちば総合医療センター　産婦人科教授 Ｗeb参加

13 伊豫　正人 公益社団法人千葉県医師会　理事 Ｗeb参加

14 寺口　惠子 公益社団法人千葉県看護協会　会長 Ｗeb参加

15 武田　智子 一般社団法人千葉県助産師会　会長 Ｗeb参加

16 杉戸　一寿 千葉県保健所長会　会長 Ｗeb参加

17
消防関係機

関
１名

〇 白井　一広 千葉県消防長会（千葉市消防局長） Ｗeb参加

18 井上　一雄 千葉県市長会（東金市副市長） 9/1欠席

19 〇 向後　喜一朗 千葉県町村会（東庄町副町長） 9/1欠席

市町村
２名

医療関係団
体

４名

医療機関
１０名

学識経験者
２名

令和５年第１回千葉県周産期医療審議会　委員名簿
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令和５年度第１回千葉県周産期医療審議会 議事概要 

 

 

日 時：令和５年９月１日（金）午後７時００分から午後８時１０分 

方 法：WEB 会議（ZOOM） 

出席委員：中島委員、甲賀委員、大曽根委員、大塚委員、加藤委員、小川委員、高島委員、 

松本委員、古澤委員、富田委員、五十嵐委員、伊豫委員、寺口委員、武田委員、 

杉戸委員、白井委員（１９名中１６名出席） 

事 務 局：鈴木保健医療担当部長 

     医療整備課 井本課長、 

医療体制整備室 中澤室長、高寺主査、梶山主事、山本 

医師確保・地域医療推進室 菊地室長 

 

 

議事（１）会長・副会長の選出 

 

【結論】 

 委員の互選により、会長には、千葉大学大学院生殖医学教授、甲賀委員が選出された。

副会長には千葉大学医学部附属病院、周産期母子医療センター長・特任教授、大曽根委員

推薦された。 

 

議事（２）働き方改革に関する母子医療センターの体制確保に向けた取組について 

 

【事務局説明】 

 資料１により説明 

【結論】 

 働き方改革への影響については、周産期医療担当者会議で引き続き意見交換を実施して

いく。 

【意見等】 

 ・現時点で周産期母子医療センターからは継続の意向があるが、実際問題として、施設 

  や医師の頑張りや、過大な時間外労働で成り立っている状況である。特に、ＮＩＣＵ 

は成り立っていかない状況であるため、集約化については議論をしていく必要がある 

が、医療機関としては、声を上げづらいため、千葉県が集約化のビジョンを決めて進 

めていってほしい。 

・船橋中央病院は「Ａ水準見込み」となっているが、「Ｂ水準見込み」へ修正をお願いし 

たい。（後日船橋中央病院担当者に確認し、「Ａ水準見込み」のままとなる。） 
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 ・千葉大学医学府附属病院の新生児科医師については、常勤が１３名となっているが、 

３名しかいない。 

 

※後日、千葉大学事務部から新生児科医の人数の修正報告あり。 

  修正前 新生児科 常勤医師数 １４名 非常勤換算数 ８．８名 

 修正後 新生児科 常勤医師数  ２名 非常勤換算数 ３名  

 

 

議事（３）千葉県保健医療計画の改定について 

 

【事務局説明】 

 資料２－１～２－３により説明   

【結論】 

  周産期医療審議会及び、資料２－３による意見を踏まえ、事務局が素案を作成する。 

作成した素案については、再度、周産期医療審議会委員へ書面等で照会するように事 

務局へ求めた。 

 

議事（４）千葉県新型コロナウイルス感染症妊産婦対応について 

 

【事務局説明】 

 資料３により説明 

【結論】 

 妊産婦入院調整業務支援システム、新型コロナウイルス感染症妊婦モニタリング事業に

ついては概ね事務局説明どおりとするが、令和５年１０月１日以降からの「妊産婦入院調

整業務支援システム」について、妊産婦情報をかかりつけ医に入力してもらうことについ

ては、再度検討をすることを事務局へ求めた。 

【意見等】 

・かかりつけ医が搬送前にシステムへ患者情報を入力するいったことは厳しいため、かか 

 りつけ医から連絡を受けた周産期母子医療センターまたは、周産期母子医療センターか 

 ら権限移譲された母体搬送コーディネーターが患者情報を入力し、発報するといった運 

用方法を継続してほしい。 
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